
Erぽ匹訊日
「安全上のご注意」では、製品を安全に正
し くお使いい ただき、ご使用される 方や他

の人々への危害や財産への損害を未然に
防止する ために、いろいろな絵表示 を して
い ます。 その表示と意味は次のようになっ
てい ます。 内容をよく理解してから本文を

お読みく ださい。

この表示を無視して、誤った取

△警告塁は認贔認塁畠昇悶
内容を示しています。
この表示を無視して、誤った
取扱いを すると、人が傷害を
負う可能性が想定される内容
および物的損害の発生が想定
される内容を示しています。

心注意

■本文中に使われている絵表示の意味は、次
のとおリです。

®禁止 ® ぬれ手 ⑲ 水ぬれ
禁止 禁止

®開 心注意 企 感電
注意

゜ 指示を
守る

（
 

安全上のこ注意
ヽ

ー
ノ

●ご使用前に必ずこの「安全上のこ‘注意」を
よくお読みの上、正しくお使いください。

•お読みになったあとは必ず保管してくださ
い。

心警告（無線機について）
●自動車などの運転中は無線機を操

作しないでください。安全運転の ®
妨げとなり、事故の原因となりま
す。

●当社指定の電池パック ・ 充電器以
外で使用しないでください。火災・

感電 ・ 故障の原因となります。 企
●無線機で 使用できる電池はオプ

ションのリチウムイオン電池パッ
クCBP585LI です。

STANDARD 

デジタル／アナログ一般業務用無線機
（総務省技術基準適合品）

HX585UFH1/UFH2 
(UHF400MHz帯移動局）

HX585UFL1/UFL2 
(UHF350MHz帯移動局）

簡易取扱説明書

本書に記載のない操作については販売店または
CSRカスタマーサポートヘお問い合わせください。

株式会社 CSR
〒252-0303
神奈川県相模原市南区相模大野5丁目33番4号
当社の最新情報をインタ ーネット上で閲覧できます。

https://www.kcsr.eo.jp/ 
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上面部（リチウムイオン電池パック装着時）

⑤アンテナ ①電源／
コネクター ／ 音量ツマミ

®チャンネル ②TX/BUSY LED
セレクターツマミ

①電源／音量ツマミ
このツマミは、 電源の入・切 と音量の調
整を行い ます。
右（時計方向）に回すと電源が 入り、 さら
に右に回すと音量が大きくなります。
左（反時計方向）に回すと音量 が小さ くな
リ、左に回しきると電源が 切れ ます。

心警告（無線機について）
●無線機を分解 ・ 改造しないでくだ

さい。火災 ・ 感電 ・ 故障の原因と
なリます。
また、分解 ・ 改造を行った機器を ®使用すると法律違反（電波法違反）
となります。

●電池パックは分解しないでくださ
い。電池パックを漏液•発熱 ・ 破
裂させる原因になります。

●万一、煙が出ている、変なにおい
や音がするなどの異常状態のまま
使用すると、火災 ・ 感霞 ・ 故障の
原因となります。すぐに機器本体
の電源を切ってください。煙が出
なくなるのを確認して販売店また
はCSRカスタマ ー サポ ー トに修理
をご依頼ください。お客様による
修理は危険ですから絶対おやめく
ださい。

●万 一、無線機の内部に水などが
入った場合は、まず機器本体の電
源を切って販売店またはCSRカス
タマ ー サポ ー トにお問い合わせく 企
ださい。そのまま使用すると火災・

感電 ・ 故障の原因となります。
●万一、異物が無線機の内部に入っ

た場合は、まず機器本体の電源
を切って販売店またはCSRカスタ
マ ー サポ ー トにお問い合わせくだ
さい。そのまま使用すると火災·
感電 ・ 故障の原因となります。

●万一、無線機を落としたり、破損
した場合は、まず機器本体の電源
を切って販売店またはCSRカスタ
マ ー サポ ー トにお問い合わせくだ
さい。そのまま使用すると火災 ・

感電 ・ 故障の原因となります。
●濡れた手で無線機に電池パックを ®取り付け•取り外ししないでくだ

さい。感電の原因となります。
●無線機は耐塵 ・ 防水基準のIP65/

IP6 8 に準拠しています。水に濡れ
た場合は、水滴を早めに乾いた柔
らかい布で拭き取ってください。
濡れたまま放置すると、性能や寿
命を低下させたり、火災 ． 感電 ・ ⑲ 
故障の原因となります。

●無線機の上や近くに水などの入っ
た容器または小さな金属物を置か
ないでください。こぼれたり、中
に入った場合、火災 ． 感電 ・ 故障
の原因となります。

②TX/BUSY LED
LED点灯状態により本機の状態 を知らせ
ます。
緑色点灯 ユ ーザー コ ー ド通話受信時、

他局通話受信時
赤色点灯 ユ ーザー コ ー ド通話送信時、

個別通話送信時
赤色点滅 篭池パック消耗時
緑色点灯 個別通話受信時
緑色点滅 個別通話応答待ち
青色点灯 秘話送信時、秘話受信時
青色点滅 秘話個別通話応答待ち
白色点滅 エマジェンシー動作時

（緊急アラ ーム音の鳴動・
緊急信号の送受信）

®チャンネルセレクターツマミ
このツマミを回して、使用したい チャン
ネルを 選択します。
設定モ ー ドで、このツマミを回して 数値

の桁などの変更を行うことができます。
④イヤホン端子

イヤホンを使用する場合 は、ここにオプ
ションの専用イヤホンを挿します。その際、
スピーカーからの音は出なくなります。

⑤アンテナコネクター (SMA タイプ）
付属のヘリカルアンテナを取リ 付けます。

側面部(')チウムイオン電池パック装着時）

⑥PTTボタン

⑦P1ボタン

⑧P2ボタン

\ ＼⑨バッテリ ー ロック

⑩電池パック
（リチウムイオン電池パック装着時）

⑥ PTT ボタン
送信を開始する場合には、このボタンを
押します。このボタンを押している間、
TX/BUSY LEDは赤色に点灯します。

心警告（無線機について）
●端子に水滴のついたまま充電しな ⑲ 

いでください。火災 ・ 故障の原因
となります。

●電池パックは火中へ投げ入れない
でください。爆発して火災 ・ やけ
どなどの原因となります。

●電池パックの端子はショ ー トさせ ®
ないでください。発熱によりやけ
どの原因となります。電池パック
を単品で持ち歩くとショ ー トさせ
る原因となります。

心注意（無線機について）
●この無線機は、国内仕様です。国

外では使用できませんのでご注意
ください。

●航空機内や病院などの使用を禁止
された場所では、この機器の電源
を切ってください。電子機器や医
療機器に影響を及ぼす恐れがあり
ます。

●お手入れの際は安全のため電源を
切つてください。また、アルコ ー

ル・ベンジン ・ シンナ ーなどの溶
剤を含んだ布で拭かないでくださ

い ®●湿気やほこリの多い場所、高温に
なる場所に置かないでください。
火災 ・ 感電 ・ 故障の原因となるこ
とがあります。

●乳幼児の手の届かないとこ ろ で、
使用 ・ 保管してください。

●不安定な場所に置かないでくださ
い。落ちたリ、倒れたりして、け
が ・ 故障の原因となることがあり
ます。

●振動 ・ 衝撃の多い場所に置かない
でください。落ちたり、倒れたり
して、けが ・ 故障の原因となるこ
とがあります。

●使用中は機器が熱を持ちますが、0
故障ではありません。

⑦ P1 ボタン
このボタンを押すとモニター 機能になりま
す。受信中にこのボタンを長押しするとボ
イス録音 を開始します。 また、このボタン
は設定ツー ルソフトでMONI（モニター）、
SCAN/EMG（スキャン／エマジェンシ ー）な
どの機能を割り当てることができます。

⑧ P2ボタン
このボタンを押すとスキャンを開始しま
す。このボタンを長押しするとエマジェン
シ ー動作になります。また、このボタンは、
設定ツー ルソフトでMONI（モニター）、
SCAN/EMG （スキャン／エマジェンシ ー）

などの機能を割り当てることができます。
⑨バッテリ ーロック

電池パックのロック機構で、本機から 電
池パックを取り外す 時に使用します。

⑩電池パック
本機にDC 電源を供給します。
●専用充電器で充電します。

正面部

⑱マイクロホ

⑰機能
ボタン

⑬表示部

⑭選択
ホタン

⑮UP（▲）
ボタン

⑪スピーカ ー

受信音声やビー プ音など が 出力され ます。
⑫アクセサリ ーコネクター

アクセサリ ー コネクターカバー を 外し、
オプ ションのマイク＆スピ ーカーなど を
取り付けます。

⑬表示部
本機の状態 やチャンネル番号 など を 表示
します。詳細は、「 表示 部」をご覧ください。

⑭選択ボタン
このホタンを押すとUC（ユ ーザー コー ド）
の設定や呼び出し方法（一斉・グルー プ・
個別）の変更ができます。 また、設定モ ー

ドで、このボタン押すと設定項目と内容·
数値の決定を行うことができます。

心注意（リチウムイオン電池パックについて）
●希少な金属を再利用し、地球環境

を維持するために、不要になっ
たリチウムイオン電池パックは廃
棄せず、販売店またはCSRカスタ

嘉文喜己亨雲。
サイクル協

｀’

も0Li-ion 

心、お願い
●通信は無線局免許状に記載されている目

的 ・ 通信の相手方および通信事項の範囲
内で行ってください。

●1回の送信時間は5分を越えないでくだ
さい。

●使用する前には、必ず無線機が正常動作
するか、電池パックが十分に充電されて
いるか、アンテナが正しく装着されてい
るかなどを確認してください。無線機の
故障による事故の責任は負いかねます。

●通信可能範囲は地形および電波状況に
よって異なリます。必ず通信可能範囲で
こ使用ください。通信不可能状態での事
故の責任は負いかねます。

-'綱一
本製品は公式ライセンシ ーである株式会社CSRに
より製造、配布または販売さ れ て い ま す。Vertex
Standard、Standard、およびデザイン化された vsロゴ
とSRロ ゴは、Vertex Standard Trademark Holdings, 
LLCの商標または登録商標であり、ライセンスに基づ
いて使用されています。 その他すべての商標は、それ
ぞれの所有者に帰届します。
©2024 CSR, Inc. All ri.9.hts reserved. 

⑮ UP （▲）ボタン
チャンネルを アップさせます。

このボタンを長押しすると、 スケルチ変
更モ ー ドになります。
設定モ ー ドで、このボタンを押すと設定
項目と内容・数値の選択を行うことがで
きます。

⑯ DOWN （▼）ボタン
チャンネルをダウンさせます。

このボタンを長押しすると、キー ロック
の設定・解除になります。
設定モ ー ドで、このボタンを押すと設定
項目と内容・数値の選択を行うことがで
きます。

⑰機能ボタン
このボタンを押すとプレイバックデ ー タ
の再生などの機能を 呼び出します。また、
このボタンを押した まま、 電源を入れる
と設定モ ー ド（呼び出し設定・機能設定・
セット管理番号）になります。 設定モ ー ド

で、このボタンを押すとモ ー ド の変更を
行うことができます。

⑱マイクロホン
PTTボタンを押した まま、この部分に 向
かってゆっく り、は っきりと話します。

■本体付属品
ご使用前に下記の付属品がそろっているか確
詔してください。
●無線機本体………………………………·…………••……........1 
●ヘリカ）レアンテナ．．．＂．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＂．．．．．．．．．．．．．．．．．．．1
●樹脂製べ｝レトクリップ(CBH585)........................1 
●簡易取扱説明書（本書）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．1
●保証書 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＂．．．．．1

■オプション
●リチウムイオン電池パック： CBP585LI 
●急速充電器： CSA585 
●ACアダプター(CSA585単独用）：CAA1210FC
●ACアダプター(CSA585連結用）：CAA1283FA
●小型マイク＆スピ ーカー： C MP586 
●マイク＆スピ ーカー(IP67防水型） ：MP800JA
•マイク＆スピ ーカー(1Px7防7足W: MH-66A7A 
●マイク＆スピ ーカー： MH-82A7A 

MH-83A7A 
•マイクスタンド(CSA585取リ付け）：MS01
●タイピン型イヤホンマイク： CTMSOO 
•イヤホン： EP850 
●キャリングケース： CLC585 
●樹脂製ベルトクリップ： CBH585 
●金属製ベルトクリップ： CBH586 
●ヘリカルアンテナ

HX585UFH1用：
HX585UFH2用：
HX585UFL1用：
HX585UFL2用：

YR99010160 
YR99010170 
YR99010140 
YR99010150 
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心無線局免許が必要です
本機をお使いにな る前に、総務省総
合通信局への無線局免許申請が必要
です。免許申請を行って、無線局免
許状がお手元に届いて からご使用く
ださい。
●無線局開設後は、電波利用料の納付が必

要 となります。総務省か らの納入告知書
に従って、期限内に納付してく ださい。

無線局の免許申請手続きや開設届を
していない、上空で使用する、指定

以外のアンテナを使うといった 行為
は不法無線局の開設と なり、1年
以下の懲役または 100 万円以下の罰
金に処せられますのでこ‘注意くださ
い。
● 本製品は、日本国内に おける陸上で運用

する無線局です。上空および海上で運用
すると違法運用となります。

●アンテナは 指定のものをお使い く ださ
い。指定以外のアンテナを使用すると違
法運用となります。指定のアンテナに
つきましては、販売店またはCSRカスタ
マー サポー トヘお問い合わせください。

音声圧縮（符号化）について
本製品は米国DVSI社 の開発したAMBE
(Advanced Multi-Band Excitation)方式を採用
し、AMBE+2™に対応しています。

TM The AMBE+2'w'voice compression software
included in this product is protected by
intellectua l property rights including
patent rights, copyrights and trade secrets
of Digital Voice Systems, Inc. The user of
this software is explicitly prohibited from
attempting to decompile, reverse engineer, 
or disassemble the object code、or in any 
other way convert the object code into 
a human-readable form. This software is
licensed solely for use within this product.
US Patent Nos. #8,359, 197, #8,200,497,
# 6,912,495, #6, 199,037, #5,870,405,
#5,826,222, #5,754,974, #5,715,365,
#5,701,390, #5,649,050, #5,630,011, and
#5,517,511. 

本書に記載されている会社名、システム名、製
品名は各社の登録商標または商標です。

■表示部
接続状態／

モ
ニター／ メッセージ／
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ト］ ：］竺
送信出力設定セレコ ール ボイス録音

オールモニタ ー

Till© 諏））図～圃 ）

|| CH-01 \ ] 
チャンネル番号

表示の名称 表示の意味と動作
電波状態／ ［受信時］ ：受信信号強度を 4段階で表示します。
送信出力状態 ［送信時lli1I：送信出力がハイパワ一時

li ：送信出力がローパワ一時
接続状態／ ［受信時］ ：相手局と接続中に団が表示されます。
送信出力設定 疇時］ ：送信出力設定レベルをH/Lの2段階

で表示します。
眉：ハイパワ ー設定

：ロー パワ ー 設定
秘話 秘話通話設定中に口が表示されます。
通話モー ド 通話モー ドを表示します。

l!I：ュ ー ザ ー コ ー ド通話
巨：個別通話で個別呼び出し設定
回：個別通話で グループ呼び出し設定
臼：個別通話で 一斉呼び出し設定

モニタ ー ／ 咽：モニタ ー 機能動作時
セレコ ール IEII：セレコ ールオールモニター機能設定時
オ ー ルモニタ ー

メッセ ー ジ／ ショ ー トメッセ ー ジの受信時またはボイス録音
ボイス録音 時に表示します。

図：ショ ー トメッセ ー ジの受信時
口：ボイス録音時に点滅

キーロック キーロック中に0nが表示されます。
デジタル／ チャンネルを変更するごとに1秒間チャンネルが
アナログ デジタルまたはアナログであることを表示します。

回；デジタルチャンネル
◎：アナログチャンネル

バッテリ ー 残；；；；
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段階で表示します。

点滅したら、速やかに充電し
てください。

チャンネル番号 チャンネル番号を"CH-01"のように表示します。
設定ツ ー ルソフトを使用しチャンネル番号を タ

グ表示に設定する事も可能です。
全角6文字、半角英数字12文字まで表示設定
が可能です。

受信操作

①「ご使用前の準備」の手順を行います。
＠）電源／音量ツマミを右（時計方向）に

回して本機の電源を入れます。

日• ．匹』 r::i- |

ベルトクリップの取り付け
①本機の電源が切れていることを確認

します。
●電源が入っているときは、電源／音量

ツマミを左（反時計方向）に回して本
機の電源を切ります。

畔
②電池パックを取り外します。

•バッテリー ロックレバーを下方（本機前
面方向）ヘスライドし、その状態で電
池パックを図の矢印の方向ヘスライド
し、上方向に持ち上げて外します。

バッテリー

ロックレバー

®本機にベルトクリップを取リ付けます。
•ベルトクリップは必ず付属のベルトク

リップ ネジ(M3ワッシャ ー付きネジ）
で2ヶ所しっかり固定します。

ベルトクリップ
（付属品）

／！恣m

ベルトクリップ
ネジ

A注意 I 
•ベルトクリップの取リ付けには、必ず付

属のM3ワッシャー付きネジを使ってく
ださい。他のネジは使わないでください。

●ネジがしっかりと締まっていることを確
認してください。
ネジが緩んだまま使用すると破損、故
障の原因となります。

●ネジが傾いていないことを確認してくだ
さい。
ネジが傾いたまま使用すると破損、故
障の原因となります。

®電源／音量ツマミで音量を調節します。

●電源／音量ツマミを右（時計方向）に半
分くらい回します。

•P1 （モニター）ボタンを押すと「ザー」
音が鳴りますので、その音を使って音
量ツマミを回して音量を調節してくだ
さい。

④チャンネルセレクター ツマミまたは
UP（▲）/DOWN（▼）ボタン でチャン
ネルを選択します。
●受信側と送信側は同じチャンネルを選

択します。

チャンネルセレクターツマミを右（時計方
向）に回す、またはUP（▲）ボタンを押
すとチャンネルがアップします。
チャンネルセレクターツマミを左（反時計
方向）に回す、またはDOWN（▼）ボタン
押すとチャンネルがダウンします。

CH-02 

※3つのチャンネルが設定されている場合

®信号を受信した時に、スピーカーか
らは相手局の音声が聞こえます。
●受信中はTX/BUSY LEDが緑色に点灯

します。

A注意

●必ず電池パックを取り外してからベルト
クリップの取り付け作業を行ってくださ
い。電池パックを取り付けたままベルト
クリップの取り付け作業を行うと、ネジ
を締める作業がしずらく、ネジの緩み
や傾きの原因となります。

アンテナの取り付け
①本機の電源が切れていることを確認

します。
②本機に付属のヘリカルアンテナを取

り付けます。
•アンテナを真っ直ぐに本機のアンテナ

コネクターに取り付け、アンテナの根
本を持って 時計方向に回します。

•アンテナが、しっかりと止まるまで回し
確実に取り付けます。

ヘリカルアンテナ
（付属品）

電池パックの取り付け
①電池パックを十分に充電します。
②本機の電源が切れていることを確認

します。
®本機に電池パックを取り付けます。

●電池パックの突起部を本体背面の溝
に合わせて、図の矢印の方向ヘスライ
ドします。

i// 
電池パックの

-----
乏

突起部

背面の溝

④電池パックのロック が上 がり、 「カ
チッ」と音がするのを確認します。

送信操作

①「受信操作」 の手順①～④までを行
います。

②チャンネルをモニタ ーして他局が使
用 していないことをよく 確認します。

@PTTボタンを押します。

●送信中はTX/BUSY LEDが赤色に点灯
します。

●PTTボタンを押し続け、マイクロホンに
向かって話します。

④マイクロホンに向かってゆっくり、はっ
きりと話します。
•マイクロホンと口は約5cm程度離して

ください。

マイクロホン

®通話が終わったら、直ちにPTTボタ
ンを離します。

• TIC/ BUSY LEDが消灯し、待ち受け状
態になります。

⑥相手局からの応答を待ちます。

閉局

①交信が終わり、閉局する場合は、そ
の旨を相手局に伝えます。

②電源／音量ツマミを左（反時計方向）
に回し切って電源を切ります。

電池パックの取り外し
① 取リ外す前 には、本機の電源を切リ

ます。
＠）バッテリ ー ロックレパーを下方（本機

前面方向）ヘスライドします。その
状態で電池パックを図の矢印の方向
ヘスライドし、 上方向に持ち上げて
外します。

バッテリー

ロックレバー

'町覆誓星】冨り冒認る
■ 【保証書（別添）】
この製品には、保証書を（別途）添付して おり
ます。保証書は、必ず「お買い上げ日・販売
店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店か
ら受け取ってい た だき、内容をよくお読みの

後、大切に保管してください。

■ 【保証期間】
本体保証期間は、お買い上げ日よ り1年間です。

■ 【保証用性能部品の最低保有期限】
弊社はこの 本製品の補修用性能 部品を製造打
ち切リ後、8年保有しています。（補修用性能
部品 とは、その製品の機能を維持するために

必要な部品です。

■ 【修理に関する相談窓口】
修理に関するこ相談ならびに不明な点は お買
い上げの販売店またはCSRカスタマ ー サポー

トヘお問い合わせください。
CSRカスタマー サポ ー ト

,�0120-973-698 

e-mail: standard_support@kcsr.co.jp

キ ー ロック

ご相談受付時間

9:00~17:00 

（土日祝日を除く）

通常運用時にキ ー ロックのオンまたはオフを
設定します。
①DOWN（▼）ボタンを長押しします。

●「OT（キ ー ロックマーク）が表示され、
キー ロックが動作します。

● キ ー ロック動作中に各ボタンを押すと
「ブッ」音が鳴ると同時に「KEY LOCK」
が表示されます。

●本体の電源／ 音量ツマミ、PTTボタン
およびセカンドPTTボタンは、 キー ロッ
ク中でも使用できます。また、P2ボタ
ンの長押し（エマジェンシー）も使用可
能です。

②キ ーロックを解除するには、DOWN
（▼）ボタンを長押しします。
●「Om」（キ ー ロックマーク）が消え、キー

ロックが解除されます。

ウ注意 I 
●アンテナを装着しない状態では、送信

しないでください。本機が故障する原
因となることがあります。

●電池パックの充電中は、本機の電源を
切ってください。また、本機の操作を
しないでください。電池パックの充電
が完了しません。

●電池パックの接続端子部は、きれいに
してご使用ください。電源がすぐ切れ
る原因となることがあります。

●充電器は専用充電器をご使用くださ
い。 他の充電器を使用した場合、電池
パックが故障する原因となることがあり
ます。

●電池パックは冷暗所で 保管してくださ
い。温度が高い場所で、電池パックを保
管すると、電池パックの自己放電が多く
なります。
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